
 

 LM74610 スマート・ダイオードモジュール（40V 20A）  

 

 
テキサスインスツルメンツ 

LM74610搭載 

■特徴 
・MOSFETを用いた２線方式の理想ダイオードモジュールです。 
・LTC4358よりも接続が簡単で容量が 20Aと非常に大きくなりました。 
・ショットキーバリアダイオードよりも電圧降下が小さく、損失が 1/15～1/4になります。 
・順方向電圧降下は 0.02V程度(≦10A)です。最大でも 0.05V(≦20A) 
・複数の電源を接続した OR回路（リダンダント電源）、電源の逆接続保護、バッテリーの

逆流防止、ホットスワップ、バッテリー機器の動作期間延長などに効果を発揮します。 
・耐電圧 40V 最大電流 20A 
・ねじ固定、プリント基板実装、両方できる設計です。 

 
■仕様 

コントローラ LM74610 Texas Instruments 
MOSFET 40V 20A 
動作電圧 最大 40V 
最大通過電流 20A 連続 
内蔵 FET Ron 0.0013Ω(typ.) 
基板サイズ 約 33x12.7mm 厚み：約**mm 
内容品 基板ｘ１枚 配線材料は別途ご用意ください 

※製作・使用にあたり巻末の使用上の注意をよく読んでお使いください。 

 

■使い方 
 普通のダイオードと同じように配線するだけです。半導体素子を使っていますので、40Vの定格を超えるサージやフライバッ

ク、スパイクノイズなどには弱いので、負荷がコイル、モーターといった誘導性の場合は必ずすべての状況において定格を超え

ていないか確認してください。 
 

 
この商品は逆流防止用のもので、商用電源(50Hz/60Hz)の整流用にはお

使いになれません。逆回復時間が非常に遅いです。 

■応用例 

 
複数の電源を OR 接続することでどれか１つ

でも供給できれば動作する、冗長化システムを構

成できます。挿入損失はほとんどありませんの

で、既存のシステムの改良にも便利です。逆流し

て蓄電池を充電してしまうこともありません。 
 
■接続例 

 
ラグ端子で確実に接続できます。太陽光パネルなど配線の中間

に取り付けるような場合に便利かもしれません。モジュールは

暖かくなりますので熱収縮チューブでの絶縁はお勧めできま

せん。 

 
ピン端子（別売）により直接基板に差し込んで使えます。 

少し基板から浮く形にすれば放熱にも有利です。 
2.54mmピッチなのでユニバーサル基板にも刺さる。 

 
 



 

 
■動作の説明 

 

このモジュールの構成は図のようになっています。LM74610 がスマートダイオ

ード・コントローラとして働き、基板上のMOSFET(N-ch)をコントロールします。

モジュールを順方向にバイアスすると MOSFETにはボディダイオードがあります

ので、MOSFET単独で普通のダイオードとして働きます。このときS~D間に約0.6V
程度の順方向電圧が生じます。この電圧を使って LM74610は内蔵のチャージポン

プを働かせ、この電圧を昇圧します。その電圧をコンデンサに蓄え、6.3V を超え

るとその電圧をMOSFETのゲート(G)に供給します。 
 
これによりMOSFETが ONすることになり、S~D間の抵抗はほぼゼロになりま

す。この状態はコンデンサに蓄えられたエネルギーがなくなるまで続き、5.15Vを

下回るとMOSFETを OFFにして、S~D間にまた 0.6Vの電圧を発生させ昇圧回路

が動作します。これの繰り返して理想ダイオードを作り出します。 
 

 

実際の周期としては T0の期間が 2%、T1の期間が 98%
とほとんどの時間は MOSFET がターンオンしている状

態になります。この方式により GND を接続する必要が

ない理想ダイオードを実現しています。 
 

 
■寸法図 

 
 
 

 
・大きいスルーホルは穴径 3.2mm 

・小さいスルーホールは穴径 1.0mm 

動作波形 
青：MOSFET D~S間電圧，赤：MOSFET G~S間電圧 

 
 
■放熱について 

オン抵抗が小さいため通常は放熱不要でお使いいただけます。最大電流である 20A時の損失は約 0.85Wです。 
 
■使用上の注意 
・モジュールをユニバーサル基板や自社開発基板に密着して使う場合、回路パターンがこのモジュールのパターンをよけるよ

うに設計してください。特にMOSFETの部分はレジストがありませんのでほかと接触する可能性があります。 
・直流向けの商品です。逆回復時間が遅いので 50Hz/60Hz交流整流用には使用できません。 
・20Aを超える電流を流してモジュールは電流の制限はできません。ある程度のサージ電流を流すことはできますが、許容を

超えると信頼性が下がります。 
・モジュール同士を並列にして電流を増やすことはできません。 
・本キットはエンジニアの方を対象にした製品です。本製品をお使いになるにはある程度の電気的知識を必要とします。・本

モジュールを使用したことによる、損害・損失については一切補償できません。 
・製造上の不良と認められる場合のみ、良品とお取替えいたします。それ以外の責についてはご容赦ください。 
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